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1 小松市の安全・安心・快適な公園づくり
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 小松市

・公園施設の健全度把握調査を実施し長寿命化計画を策定する。（健全度把握調査実施公園　０公園　→　８３公園）
・都市公園におけるバリアフリー達成率の向上
・都市公園施設における健全度回復達成率の向上

（H23当初） （H25末） （H27末）
① 公園施設の健全度把握調査実施公園数

（公園施設の健全度把握調査を実施し、長寿命化計画策定実施公園数） 0公園 83公園 －

② 都市公園におけるバリアフリー化達成率
（園路適合公園数＋駐車場適合公園数＋便所適合公園数）／（園路設置公園数＋駐車場設置公園数＋便所設置公園数）×１００（％） 28.3% － 34.0%

③ 都市公園施設における健全度回復達成率

健全度回復対策実施施設／健全度回復対象施設×１００（％）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

小松市都市創造部緑花公園センターで審議を行う。 平成 28 年 3 月 16 日

小松市ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 公園 一般 小松市 直接 小松市 長寿命化策定N=80箇所 小松市 12

1-A-2 公園 一般 小松市 直接 小松市 小松運動公園外1緑地における園路・便所施設小松市 432

1-A-3 公園 一般 小松市 直接 小松市 末広緑地外6公園における園路・広場，小松市 74

小計（公園事業） 518

Ａ2　港湾事業
事業 地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積・水深等） H23 H24 H25 H26 H27

小計（港湾事業）

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

全体事業費
（百万円）

小松市公園施設長寿命化対策事業

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

小松市安全安心事業

港湾・地区名

社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価書（中間評価書）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

－ － 33.0%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
618百万円 Ａ 518百万円 Ｂ 0百万円

公園施設長寿命化計画を策定し、老朽化した公園施設（遊具等）の改築、トイレ施設及び園路のバリアフリー化により、子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できるような人にやさしい都市公園づく
りをおこない、多様な公園ニーズに合わせた質の高いサービスの提供、利用促進を目指すものです。

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

100百万円
効果促進事業費の割合

16.2%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価（中間評価）の実施体制

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名

小松市公園施設長寿命化計画

Ｃ



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-C-1 利用促進 一般 小松市 直接 小松市 都市公園情報発信事業 ｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟ、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、案内看板等の作成小松市 50

1-C-2 公園 一般 小松市 直接 小松市 園路広場，休養，照明施設等改築 小松市 50

合計 100

番号 備考

1-C-1 都市公園のｻｲﾝやｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟの設置及びﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等により、情報発信機能を高め利用者の拡大を図る。

1-C-2

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

長寿命化計画を策定することで小松市公園施設の劣化状況等の現状を把握することができ、それに対する効率的な対策を策定することができた。
Ⅰ定量的指標に関連する 公園施設を改築更新し、平常時はだれもが安全・安心・快適に利用することができ、また災害に備え一時避難場所機能・物資備蓄機能・集合場所機能を
　　　交付対象事業の効果の発現状況 高めることができた。

最終目標値 83箇所
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 目標値としていた83箇所の公園について健全度把握調査を実施することができた。

に差が出た要因
最終実績値 83箇所

最終目標値 34%
目標値と実績値 都市公園におけるバリアフリー化を計画通り達成することができた。
に差が出た要因

最終実績値 34%

最終目標値 33%
目標値と実績値 ＣＤ判定の都市公園施設のうち優先度を決めて改築更新計画をたてていたが、定期点検の劣化状況から
に差が出た要因 一部の施設において延命化措置を施し、継続使用可能な施設とし計画後期に取り入れたもの。

最終実績値 18%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 特になし
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

特になし

小規模公園施設改築事業

一体的に実施することにより期待される効果

小規模公園の老朽化施設の改築更新を行い安全・安心・快適な公園づくりを推進する。

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）工種

指標①健全度把
握調査実施公園
数

指標②都市公園
におけるバリア
フリー化達成率

指標③都市公園
施設における健
全度回復達成率


